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本研究は，四万十川流域の重要文化的景観の構成要素である黒尊川の保存方策の切り口を示す試みについて

報告する．黒尊川は、沿川住民の生活と近接しながらも自然溢れる姿を保つ四万十川の支川である．その主

要部約 26km を全線踏査し，呼び名のある瀬淵や滝を中心に 108 箇所の重要地点を抽出した．これら重要地点

がこの川の物理的な景観価値を代表するとの考えに立ち、それらを河床･河岸地形や流水表情、植生等の特徴

から 10 パターンに類型化し，各パターンの成り立ちを河川ダイナミズムの視点から整理することにより，重

要地点の価値を保存する際のポイントを示した．  

 
キーワード：河川景観，文化的景観，土砂水理，河川営力，地名，四万十川，黒尊川，水辺のデザイン 
 

 
１．背景 

 

 四万十川流域では，景観価値を支える重要な要素であ

る河川の保存方策が模索されてきた．自然の作用（河川

のダイナミズム）で絶えず変化する地形の総体である河

川において，何を保存対象とするべきかという議論には

定まった答えが得られていない． 

四万十市における重要文化的景観の構成要素である黒

尊川（四万十川の右岸一次支川，延長31km，図-1）は，

川の地形や河畔の植生が人為の影響を受けない自然に近

い状態で多く残されている．川の自然豊かな姿と近接し

て沿川に点々と張り付く4つの小規模な集落で人々の独

自の暮らしが営まれている．川の自然環境の多様性はこ

の地域を代表する景観特性の1つであると認識されてい

るが，近年の河川工事では，環境配慮が意図されたにも

関わらず，環境を変化させ，多様性が減少することにつ

ながる事例も見られ，保全のための理解が十分でないこ

とをうかがわせる．黒尊川の価値を守り高めるために

は，地域の住民が半ば無意識ながら繊細に認識している

川の自然環境の特徴をより明確にするとともに，その特

徴のなりたちを明らかにする（言語化する）ことが必要

と考えられた．そうすれば，多くの人がそれを意識的に

理解した上で，工事を計画し，実施する際の環境配慮

を，またその結果とその後の推移を，人々が見守ってい

くことにつなげられるからである． 

 ここで，黒尊川の沿川地域では，四万十市と地元有志

が連携し，外部からの参加者を呼び込んで地域資源の理

解を深める取り組みが重ねられてきた．この活動を通し

て，川の瀬淵や滝などの地形に対して地元だけで地名代

わりに用いられている呼び名が相当数存在することがわ

かってきていた．このローカルな地名情報は，この川の

ほとりで暮らす住民集団が特徴として認識してきた地形

をある程度読み取れる材料となり得ると考えられた． 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図-1 黒尊川の位置 
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比高 

現地観察による区分け 
――：Aa 型（砂州なし） 
――：Bb型（砂州あり） 

縦断勾配による区分け 
――：Aa型（≧1/60） 
――：Bb 型（＜1/60） 

 

２．目的 

 

 本研究は以下の1.2.の通りとした． 

1.黒尊川のほとりで生活する住民特徴として認識してき

た河川の地形を類型化・パターン分けする． 

2.各類型を成り立たせている河川ダイナミズムに着目し，

保全すべきポイント（地形骨格）を明示する． 

 

３．対象 

 

 本研究の対象を，住民の生活圏との距離が近い黒尊川

の主要部，すなわち四万十川への合流点から神殿橋の区

間（延長約26km）の河川地形とした（図-2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 研究の対象区間 

 

当該区間は標高20～350mに位置し，深い蛇行が多数

連続する山間のV字谷地形を流下している． 

勾配は1/200～1/15程度の範囲である．この勾配で

は，千田 1)によって整理を加えられた可児 2)の河川形態

分類に当てはめると，Aa型及びBb型（一部Aa-Bb移行

型）が混在する（図-3,4）．地形図から読み取れる縦断

勾配と現地の状況とを見ると，千田 1)がAa型の下限と

した勾配1/60を境界として分けた区間と，砂州の形成

の有無を読み取って分けた区間が概ね一致する（図-

5）．対象区間のうち，概ね1/3がAa型の形態，残りの

2/3はBb型（一部Aa-Bb移行型）の形態といえる． 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 Aa型河川形態（左：千田 1)，勾配1/60より急な区間に

できるとされる）と現地の「エンコ淵」（右）． 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 Bb型河川形態（左：千田 1)，勾配1/100〜1/500の区間

にできるとされる）と現地の「おごりゅう淵」（右）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 対象区間の地形概要 

四万十川 

黒尊川 

神殿橋 

合流点 

対象区間 
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４．方法 

 

 本研究は，次のような方法により進めた． 

(1)地名情報収集：地域で呼び名をつけて呼ばれ

ている黒尊川の中の地点の情報を収集 

(2)現地踏査：現地において呼び名と実際の地形

を照合･確認するとともに地形を観察 

(3)地形の整理：印象的な地点の地形を，河川の

ダイナミズムによるなりたちに着目して整理 

(4)地元ヒアリング：現地観察と整理の結果を地

域住民に還元して確認･修正 

(5)上記(4)で得られた新情報を元に上記(1)〜

(4)を再度行う 

以下に，(1)〜(3)の内容について示す． 

 

(1)地名情報収集 

 呼び名の情報は，まず以下に示す2点の資料「くろそ

ん大手帖」と「黒尊川調べ」から得た．前者から43

件，後者から14件の情報を得ることができ，重複を除

いた総数は47件だった． 

a)「くろそん大手帖」3) 

四万十市は地元の有志と連携し，地域の資源を理解す

るための活動として，「くろそん手帖 手描き散歩」とい

う参加型プログラムを実施していた(調査を実施した

2015年時点で4年間継続中)．これは，外部の参加者を

募って季節毎に地域の人の指導のもとで自然と関わる生

活を体験してもらうというもので，このとき手帳型に折

りたためる大判の白地図を各自が持ち，ここに得られた

知識，感想を自由に絵や文字で書き込んだり，見つけた

ものを貼り付けたりして参加するごとに自分の手帖に情

報が蓄積するしくみである． 

「くろそん大手帖」3)（図-6）は，このプログラムの

区切りの年に当たり，参加者だけでなく住民側が描き込

む手帖をつくることとなった．通常の手帖の数倍の大き

さの手帖を1点のみつくり，ここに地域の風景や生活の

特徴を書き込んだ．「くろそん手帖活用委員会」が黒尊

川区域の住民に聞き取りを行い，語られた内容をその場

で付箋紙に書き込み，該当箇所に貼り込むことで作成さ

れたが，このとき瀬淵や特徴のある地形の名前，そのい

われ等が多く集められた． 
 この資料からは43件の呼び名とその地図上の位置

が得られた． 

b)「黒尊川調べ」4) 

 当該資料は，地域の住民の一人から提供された．口屋

内小学校の児童が平成2(1990)年に作成した，呼び名の

ある淵の調査結果の絵地図である（図-7）．沿川集落の

１つである「奥屋内下」の集落区域内について川を中心

とした平面図が描かれ，14件の淵の呼び名と位置が示

されている．さらに各淵の詳細図があり，横幅，延長，

水深，流れや地形の特徴に加え，その場所に適した遊び

方等の利用方法が描かれている． 

この資料からは14件の呼び名とその地図上の位置が

得られた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 「くろそん大手帖」3)の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 「黒尊川調べ」4)の一部．上:地図部分，下:詳細図部分． 

 

(2)現地踏査 

 現地踏査は，既往資料から読み取られた呼び名を元に

候補箇所の位置，範囲，特徴を現地において確認した．

またこれに加え，追加すべきであると判断される新たな

特徴的な箇所を現地において見出した．追加箇所は，呼

び名がある地形と同等以上と考えられる瀬淵の規模を有

するものや，人工的な改変の影響が小さい河川に特有と

思われる地形，自然の作用が偶然形成した空間利用に有

用と思われる地形などを選んだ． 

踏査は黒尊川 26km 地点の神殿橋を起点に上流から下

流へ，原則として川の中及び川べりを徒歩で移動し，全

線を切れ目なく目視により観察した．なお断崖など移動

が困難な箇所では一度道路に戻るなどして迂回した．調

査は3名で実施した． 
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図-8 現地踏査の状況 

 

 

図-9 現地踏査の実施日と区間 

 

(3)地形の整理 

前項(1)(2)で得られた特徴的な河川風景箇所について，

分類を行った．外観の特徴として平水時の流水の形状･表

情，河床および河岸の土砂の侵食・堆積状況，河岸の植

生等を読み取った。その上で、それらを作り出している

河川のダイナミズムを理解するために出水時の流水に影

響を与える岩や背後の山などの地形を読み取り，共通す

る特性をグループ化していった． 
 分類の際には，川那部ら 5)による，淵が形成される要

因の類型（図-10）を援用した．すなわち，S型：岩質の

河床が途切れた箇所の下流，R型：河岸から突き出た岩，

M型：河道が屈曲する箇所の外岸側 の各型及びこれらの

組み合わせにより多くの河川地形のなりたちを説明でき

るとする知見である． 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 川那部ら 5)による淵の分類（水野ら 6)より図版を引用）．

斜線部分が岩質の河床や河岸，破線に囲われた部分が淵． 

(4)地元ヒアリング 

 地名情報と現地踏査によって地図上に表示した，重要

と考えられる地形箇所について，地域の生活者へ情報還

元し，正誤確認するとともに新たに情報を聞き取った．

ヒアリングは表-1に示す通り，室内聴取1回と現地聴取

2回の計3回行った． 

表-1 地元ヒアリングの概要 

実施日 形式 対象者 内容 

10/26 室内 
奥屋内 4 名 
玖木  1 名 
口屋内 2 名 

地名情報，現地踏査情報，地形整理
の素案を提示 
→地名位置の修正指摘，新たな地

名情報，追加箇所に対する印象，
各地点の過去の状況などを聴取 

11/5 現地 奥屋内 4 名 あらかじめ箇所数を絞って(図-12)
現地を訪問し，正確な位置や名称
の由来(地形との関連)，追加箇所の
印象などを聴取した． 11/6 〃 玖木  1 名 

口屋内 1 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 地元ヒアリング(室内聴取)の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 地元ヒアリング(現地聴取)の訪問地点（●印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-13 地元ヒアリング(現地聴取)の状況 

第1回 
2015.7.8-9 

第2回 
2015.7.27-28 

神
殿
橋 

玖
木
公
民
館 

合
流
点 
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５．結果 

 

(1)重要地点の選定 

現地踏査によって，名前のある地点 47 箇所の位置を

一旦確認し，追加候補として54箇所を選定，これらを併

せ一次整理として101箇所を地図と写真で認識した．続

いて地元ヒアリングにおいて修正･追加情報を得て更新

していった． 

最終的に，名前のある地点58，名前がある地点と同等

程度に印象的と考えられる無名地点50箇所，合計108箇

所を重要箇所として設定した．（次ページ図-17） 

 

(2)重要地点の分類 

 抽出された全108の重要地点を地形，河床の状態，河

岸の植生等の視覚的特徴を元に分類した．その結果，黒

尊川の印象的な風景要素は図-14に示す10のパターンA

～Jに区分された．（各パターンには一部重複あり．） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-14 重要地点の特徴の分類 

(3)重要地点のなりたちと守り方の整理 

 前項の重要地点の分類は，地形のなりたちから見ると

可児 2)の分類によるAa型とBb型に分けられ，その中で

おのおの細分され Aa 型 4 パターン，Bb 型 6 パターン

となった．以下に各パターンの特徴について模式図とと

もに示す． 

・パターンA 階段状の小滝 

 一段分でも大きな淵ができると思われる規模の段落ち

（小滝）が階段状に連続する．両岸に岩質の河岸が続き，

数mサイズ以上の巨レキが重なって複数の段落ちを形成

している．まもるためには河岸及び段落ちを形成する巨

レキを取り除かないこと，動かす必要がある場合は巨レ

キを組み直すこと（参考:福留ら 7））が重要．（図-15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-15 パターンA 階段状の小滝 

・パターンB 大きな段落ちと淵 

 段落ちの下流に淵があり，その淵の静水面の規模が大

きい．両岸に岩質の河岸が続き，数mサイズの以上の巨

レキが重なって段落ちを形成，下流側が比較的緩い勾配

で淵の下流付近には砂礫が堆積する．まもるためには上

記パターンAと同じ対応に加え，淵下流の隣接区間の河

床勾配を急にしないことが重要．（図-16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-16 パターン B 大きな段落ちと淵 

・パターンC 一枚岩の瀬淵 

 河床が数十 m から 100m 以上に渡り一枚の岩盤により

形成され，岩の凹凸によって白波が立つ多段落差を形成

しつつ，岩肌を水流がなめる独特の表情も有する．岩盤

下流端の下流には淵がある．まもるためには岩盤全体を

取り除かない、形を変えないこと，淵のさらに下流の隣

接区間の河床勾配を急にしないことが重要．(図-18)

段
落
ち 

［河床縦断］ 

段
落
ち 

段
落
ち 

10件 7件 

17件 7件 

3件 

4件 

62件 

12件 

4件 1件 

パターンＡ 
階段状の小滝 

020七重滝

パターンB 
大きな段落ちと淵 

パターンC 
一枚岩の瀬淵 

パターンD 
岩が堰く淵 

パターンE 
瀬･淵･砂州 

パターンF 
横切れの瀬 

パターンG 
広い鏡面 

パターンH 
寄州が支える砂州 

パターンI 
中州の樹林 

パターンJ 
水辺のテラス 

015ワスケトベリ

071フルミヤ

071フルミヤ103(広い静水域)

002(疎林のある中州) 003(水辺のテラス)

182(半月形の瀬)

057安盛淵 

030エンコ淵
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図-18 パターン C 一枚岩の瀬淵 

・パターンD岩が堰く淵 

 河床に巨レキによる落差がないながら大きな淵が形成

されている．平常時には落差も小さく白波がない静かな

流れである．淵の下流部には砂礫が厚く堆積している．

淵は左右の河岸から岩がせり出して河道を局所的に狭く

する狭窄部によって出水時にせき上げられて形成された

と見られる．まもるためには狭窄部を形成する岩を除か

ないこと，淵のさらに下流の隣接区間の河床勾配を急に

しないことが重要．（図-19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-19 パターン D 岩が堰く淵 

・パターンE瀬･淵･砂州 

 白く波立つ瀬，波立ちがほとんどなく水深が深い淵，

砂礫がなだらかに堆積し無植生の河原である砂州がそれ

ぞれ極めて明瞭に表出し，それらが一連の区間にセット

で存在している．まもるためには河道幅を狭めないこと，

河岸を直線･平滑にしないこと，淵の形成要因である岩質

の河岸突起や河道の屈曲（多くがM型･R型淵の複合であ

るため）を除かないこと，また瀬を構成する堆積物が巨

レキの場合はこれを除かないことが重要．（図-20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-20 パターン E瀬･淵･砂州 

・パターンF横切れの瀬 

 流軸を横切る方向に流下する瀬．堆積域の下流端が流

軸に対し直交せず極端に傾いて形成され，そのため瀬の

横幅が長大で，流下先の河岸沿いには長大な淵がある．

まもるためには河道の形状をよく観察し，パターンEと

同様の対応を丁寧にすることが重要．（図-21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-21 パターン F 大きな横切れの瀬 

・パターンG広い鏡面 

 淵から瀞（トロ）にかけた静水域の波立ちが小さく，

水面の規模が特に大きい．瀬が安定しており，瀬の上流

側の淵･瀞に当たる箇所で河床勾配が小さく，谷底の横幅

も広い地形の場所に形成される．まもるためには下流の

瀬を形成する巨レキや周辺の岩質河岸を除かないこと，

河道幅･屈曲･河岸の凹凸を変えないことが重要．（図-22） 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-22 パターン G 広い鏡面 

・パターンH樹林が支える砂州 

 湾曲部の内岸側の広い砂州（寄州）の，澪筋から遠い

区域では山の斜面でなく平坦な堆積地に二次林又は人工

林が展開し，原生河川のように出水による攪乱を頻繁に

受けつつ陸地を維持している．まもるためにはパターン

E と同様に河道形状と瀬の状態を変化させないこと，護

岸などにより必要以上に河道と樹林地を分けないことが

重要．（図-23） 

 

 

 

 

 

 

 

図-23 パターン H 樹林が支える砂州 
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瀬・淵・砂州のセットは，河道の蛇行の
半波長ないし1 波長のなかに見られる．
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・パターン I中州の樹林 

 瀬の澪筋が2つに別れ中州が形成されており，中州に

は樹林（高木林）が生育する．パターンHの特徴に加え

ここでは、両澪筋が互いに異なる表情を併せて表出する．

パターンHのような寄州に展開した樹林内に捷水路が発

達して形成されたと考えられる．まもるためにはパター

ンHと同様の対応を取ることが重要．（図-24） 
 
 
 
 
 
 
 
図-24 パターン I 中州の樹林 

・パターンJ水辺のテラス 

 水面に近い高さに平坦なテラス状の砂州があり，出水

による攪乱が小さく，人にとって優しい雰囲気となって

いる．当該区間の河床勾配が緩く谷底幅が広いことによ

り出水時の流速が小さく，上下流の河床が安定して土砂

の移動が少ないことが要因として考えられる．まもるた

めには河道幅を変えないこと，樹林を取り除かないこと

が重要．（図-25） 

 
 
 
 
 
 
 
 
図-25 パターン J 水辺のテラス 

 
６．成果 

 

 本研究の成果は以下の通りである． 

1.黒尊川の主要部 26km 区間において，住民への聞き取

りと現地踏査により呼び名のある瀬淵･滝などを58地

点確認した． 

2.呼び名のある地点を手がかりに，保全するべき河床･河

岸地形を重要地点として合計108地点(上記58地点を

含む)設定した． 

3.上記108の重要地点を河床･河岸地形の特徴から10パ

ターンに分類した． 

4.重要地点 10 パターンのなりたちを，河川ダイナミズ

ムの視点から整理し，人為的な改変によって失われな

いためのポイントを示した． 

5.整理した情報を，沿川住民が黒尊川を見守り続けるた

めの知見として彼らに還元した． 

７．おわりに 

 

本研究は，地域の文化的景観の成り立ちを把握し，保

全するために，自然地形の要素を地域の生活者がどのよ

うに認識しているか調べ，成り立ちを整理したものであ

る．地形の物理的な成り立ちを詳細に観察して分類した

結果を通じて，住民にとって新たな刺激となり，記憶を

掘り起こし理解を深めるきっかけとして微力ながら寄与

したのではないかと考える． 

一方で本研究は川そのものの姿・ありようの魅力につ

いて、そのなりたちを工学的に把握し，これを操作する

スキルの一部を言語化しようとした試みであると認識す

る．この種の知見を集積していけば，河川の整備におい

て自然の不確実な作用で動き続けることをこれまでより

も大胆に受け入れる計画・設計を考えることも可能にな

り，ひいては，より豊かに生命や潤い，変化を有する空

間の保全・提供に寄与できると期待するものである． 
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